
工事場所 大蔵村大字清水地内

工事内容 ①清水１号井 揚水機械設備更新

②清水２号井 操作盤更新

村道清水合海線散水消雪施設設備更新工事

令和８年度



項目 工種／品名 仕様／内容 単位 数量 単    価 金    額 摘    要

機器単体費

水中モーターポンプ φ100mm×30kW 基 1

操作盤 22kW（安定座含む） 面 1

機器単体費計

工事費

既設揚水機械引揚 揚水管長L=44.0ｍ 式 1 明細書No.1

揚水試験 段階・連続・回復 式 1 明細書No.2

揚水機械設備更新 揚水管長L=44.0ｍ 式 1 明細書No.3

既設操作盤撤去工 箇所 1 明細書No.4

新規操作盤据付工 面 1 明細書No.5

直接工事費計

諸経費

共通仮設費 式 1

現場管理費 式 1

据付間接費 式 1

一般管理費等 式 1

合計

消費税 ％ 10

総合計

内　　訳　　書

※諸経費率については、国土交通省土木工事標準積算基準書（機械編）による。



Ｎｏ．１

既設揚水機械引揚 揚水管長L=44.0ｍ １式当たり

工種／品名 仕様／内容 単位 数量 単    価 金    額 摘    要

【工費】

機械設備据付工 人 1.68

電工 人 0.96

普通作業員 人 1.92

ラフテレーンクレーン 4.9ｔ吊、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付 日 1.0

雑器具損料 ％ 2

計

Ｎｏ．２

揚水試験 段階・連続・回復 １式当たり

工種／品名 仕様／内容 単位 数量 単    価 金    額 摘    要

【テストポンプ設置】

土木一般世話役 人 0.6

電工 人 1.1

機械設備据付工 人 0.9

普通作業員 人 1.1

ラフテレーンクレーン 4.9ｔ吊、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付 日 1

雑費 人件費×5% ％ 5

テストポンプ設置計 ①

【揚水試験】

土木一般世話役 人 0.2

技師（B） 人 0.8

特殊作業員 人 0.9

配管工 人 0.6

普通作業員 人 2.0

ラフテレーンクレーン 4.9ｔ吊、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付 日 1

ノッチ箱 台 1

発動発電機(排対1次)
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動･定格容量
125/150kVA 日 1

軽油 L 128

油脂類 軽油×20％ ％ 20

雑材料 人件費×5％ ％ 5

揚水試験計 1日当たり

揚水試験 ② 日 3

【テストポンプ引揚】

土木一般世話役 人 0.7

電工 人 1.1

機械設備据付 人 0.8

普通作業員 人 1.1

ラフテレーンクレーン 4.9ｔ吊、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付 日 1

テストポンプ引揚計 ③

計 ①+②+③

明　　細　　書

明　　細　　書



Ｎｏ．3

揚水機械設備更新 揚水管長L=44.0ｍ １式当たり

工種／品名 仕様／内容 単位 数量 単    価 金    額 摘    要

【資材費】

水中ケーブル 14mm2,3C ｍ 88.0

揚水管 フランジ型　100A×2.75ｍ 本 16 67,600 1,081,600 見積

【工費】

機械設備据付工 人 1.68

電工 人 0.96

普通作業員 人 1.92

ラフテレーンクレーン 4.9ｔ吊、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付 日 1.0

雑器具損料 ％ 2

計

Ｎｏ．4

既設操作盤撤去工 1箇所当たり

工種／品名 仕様／内容 単位 数量 単    価 金    額 摘    要

【工費】

機械設備据付工 人 0.98

電工 人 0.56

普通作業員 人 1.26

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ 4ｔ積　2.9ｔ吊 供用日 0.5

雑器具損料 ％ 2

計

明　　細　　書

明　　細　　書



Ｎｏ．5

新規操作盤据付工 1面当たり

工種／品名 仕様／内容 単位 数量 単    価 金    額 摘    要

【資材】

降雪感知器 ＪＨＫ-501　盤内組込型 基 1 256,000 256,000 見積

異常警報装置 AS-015 基 1 214,000 214,000 見積

【据付工費】

機械設備据付工 人 1.96

電工 人 1.12

普通作業員 人 2.52

ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ 4ｔ積　2.9ｔ吊 供用日 0.5

据付補助材料費 労務費の2％ ％ 2

雑器具損料 機械器具費の2％ ％ 2

計

明　　細　　書



1号井

2号井

村道清水合海線散水消雪施設設備更新工事 工事箇所図

交付金分 L=150m

工事箇所



村道清水合海線散水消雪施設設備更新工事 特記仕様書 

 

１．週休２日確保工事（発注者指定型） 

 

１ 本工事は月単位の４週８休以上の現場閉所を実施する発注者指定型の週 

休２日確保工事である。実施にあたっては「大蔵村建設工事における週休２ 

日確保工事実施要領」に基づくため、詳細については、実施要領を確認する 

こと。 

２ 発注者は、当初（発注）時において月単位の４週８休以上の現場閉所に 

応じた経費の補正を行い工事費を積算しているため、現場閉所が月単位の４ 

週８休に満たない場合は、通期の週休２日の補正係数に変更するものとし、 

通期の４週８休に満たない場合は、通期の週休２日の補正係数を除して、工 

事費を積算するものとする。 

３ 発注者は、週休２日確保工事において月単位の４週８休以上の現場閉所

を 達成した場合、主任（監理）技術者に対して「週休２日確保工事実施証

明書」を受注者の求めに応じて発行するものとする。 

４ 受注者は、工事名標示板に月単位の週休２日確保工事に取り組んでいる旨

を明示すること。明示の方法は下図を参考にするものとし、監督職員と協議し

決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

（図）工事標示板への明示の例 

 

 

ご迷惑をおかけします

この工事は「週休２日」確保に
取り組んでいます

○○○○○○を
行っています

 令和 ○年 ○月 ○日まで

 時間帯 ○○：○○～○○：○○

発注者　山形県○○総合支庁
　　　　　 建設部○○課
　　　　　 電話　○○○-○○○-○○○○

受注者　○○○○建設株式会社
　　　　　 電話　○○○-○○○-○○○○

○○○○○工事


